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はじめに 

Veritas™ デスクトップおよびラップトップオプションは、ユーザー中心のバックアップソリュ

ーションです。組織内の Windows および Macのデスクトップやラップトップのバックアップ

や復元のために、柔軟な実装と一元管理を提供します。この非常に拡張性の高いソリューショ

ンは、配布可能なコンポーネントを備え、単一のサイトでも、複数のサイトでも、リモートオ

フィスがあっても、どんな規模の環境にも最適で、ユーザーの最新ファイルも保護することが

可能です。 

 

内蔵機能には、Outlook PST や NSF ファイルの内容を認識した重複排除を備えたソース側重複

排除、オフラインとオンライン、およびインターネットモード上のバックアップの切換を可能

にする、非侵入型バックアップエクスペリエンスのための自動ネットワーク選択、エージェン

ト、Web ブラウザ、およびモバイルアプリケーション経由で提供される自動復元機能、ランサ

ムウェア保護のためロールバック機能、それに詳細な自動レポートが挙げられます。 

  

本クイックリファレンス文書では、DLO 環境を設定して円滑な製品評価プロセスを容易にする

ための基本的なステップについて説明します。。管理者が本番環境用に製品を実装する場合は、

DLO で可能な各種実装方法について理解するため、このリンクを参照し、最新バージョンの D

LO 管理者ガイドおよびベストプラクティス文書を確認してください。 

 

DLO 9.3.1 の新機能 

ここでは、このリリースに搭載されている新機能について簡単に紹介します。  

自動ユーザー検知のための Active Directory のスキャン 

DLO を使うと、管理者は、Active Directory の自動スキャンを実行する機能によって、、組織

を辞めたユーザーを特定し、削除できるようになります。 

 

カスタマイズ可能な通知 

DLO では、管理者はエンドユーザー宛ての電子メール通知にカスタムメッセージを添付するオ

プションのある、直観的な通知 UI を使用できます。 

https://www.veritas.com/content/support/en_US/DocumentBrowsing.html?product=Desktop%20Laptop%20Option&locale=en_US


 

内蔵の試用版ソフトウェアライセンス 

DLO は、内蔵された試用版ソフトウェアのライセンスを提供しており、製品評価が容易になり

ました。 
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DLO コンポーネントのシステム要件 

Veritas DLO は、さまざまな実装が可能な柔軟性を備えるよう設計されています。ただし、DL

O の計画時には、DLO の効率とパフォーマンスに影響を及ぼす要因について考慮する必要があ

ります。  

 

Veritas DLO サーバには次のコンポーネントがあります。  

1. DLO 管理サーバ:  管理アクティビティを担当するサービス。  

2. DLO 管理コンソール: 管理者がエンドポイントのバックアップ環境を構成、管理、およ

び監視するためのグラフィカルユーザーインターフェース。 

3. DLO メンテナンスサーバ: 保管場所でのリビジョン管理およびファイルグルーミング操

作を担当するコンポーネント。  

4. 重複排除サーバ: グローバルハッシュテーブルを維持して重複排除を容易にするアプリ

ケーションサーバ。デスクトップエージェント上の一意かつ重複したデータを識別する

のに役立ちます。 

5. DLO ストレージ: エンドポイントデータが保存されるバックアップ先。DLO 保管場所と

重複排除ストレージロケーションで構成されています。 

6. DLO データベース: アプリケーション情報を保持するコンポーネント。DLO DB と重複

排除 DB で構成されています。 

7. DLO IO サーバ: 企業ネットワーク内に存在するアプリケーションサーバ。インターネッ

ト経由で DLO リソースにアクセスできます。 

8. DLO エッジサーバ: アプリケーションサーバのフロントエンド用にインターネットに公

開されるコンポーネント。 

IO サーバおよびエッジサーバのコンポーネントは、オプションコンポーネントであり、VPNな

しのバックアップを可能にする、インターネット上のバックアップ (BOI) 機能を選択した場合

のみ設定する必要があります。 

DLO サーバコンポーネントは、同じコンピュータにスタンドアロンの設定としてインストール

するか、または異なるサーバ機の間で分散環境の設定としてインストールすることができます。

本文書内では、これらのコンポーネントがすべて同じハードウェア上に存在するスタンドアロ

ンの設定について説明します。  



DLO およびそのコンポーネントのVMware ESXi および Hyper-V サーバへのインストールがサ

ポートされています。管理者は、Microsoft AzureおよびAmazon Web Services (AWS) クラウ

ドにすべての DLO サーバコンポーネントをインストールできます。 

DLO は、サーバドメインとエージェントドメイン全体で信頼が確立されていないドメイン信頼

独立型セットアップにもインストールできます。詳しくは、ドメイン信頼独立型ソリューショ

ンの文書をこちらで参照してください。  

https://www.veritas.com/content/support/en_US/DocumentBrowsing.html?product=Desktop%20Laptop%20Option&locale=en_US
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DLO サーバのセットアップシステム要件: 

 

非 BOI および BOI モードの場合、スタンドアロン設定用ハードウェア構成は以下の通りです。  

ユーザ

ー 

管理サーバ、メンテナンスサーバ、デ

ータベース、重複排除サーバ 

 (エッジサーバと IO サーバを除く)。 

管理サーバ、メンテナンスサーバ、デー

タベース、重複排除サーバ、エッジサー

バ、IO サーバ 

CPU RAM CPU RAM 

<=100

0 

64 ビットクアッドコア Xeo

n、または互換品 
8 GB 

64 ビットクアッドコア Xeon、

または互換品  
12 GB 

 

DLO サーバ設定用の最新のソフトウェア構成は次の通りです。 

OS バージョン 
プラットフォ

ーム 

Windows 2016 Server (Standard、Data Center) x64 

Windows 2012 R2 Server – Update 2919355 (Standard、Data Center) 使

用 
x64 

 

デスクトップエージェント システム要件 

CPU RAM OS バージョン 

32/64ビット Pentium、Xeon、AMD に

互換性のあるプロセッサ 
2 GB 

Windows 10、8.1、8 

 Mac 10.13、10.12、10.11、10.10、1

0.9。 

 

対応オペレーティングシステムについては、Veritas DLO 9.3 ソフトウェア互換性一覧表の文書

をこちらで参照してください。 

Veritas DLO のダウンロード 

管理者は、試用版ダウンロードリンクから最新の使用可能なバージョンをダウンロードできま

す。https://www.veritas.com/content/trial/en/us/desktop-and-laptop-option.html.既に Veritas DL

O をご利用のお客様の場合、管理者は MyVeritas の Web ページからも入手できます。  

注：DLO 9.3.1 以降のバージョン  では、製品評価のために60日間の試用版ライセンスが組み込

https://www.veritas.com/content/support/en_US/DocumentBrowsing.html?product=Desktop%20Laptop%20Option&locale=en_US
https://www.veritas.com/content/trial/en/us/desktop-and-laptop-option.html


まれています。 

1. 該当するファイルを一時ディレクトリにダウンロードします。  

 

Veritas_Desktop_and_Laptop_Option_Y.Y_xxxxxx_32-bit.zip  

Veritas_Desktop_and_Laptop_Option_Y.Y_xxxxxx_64-bit.zip,   

 

Y.Y は製品のバージョン番号、xxxxxx はビルド番号を表します 

 

2. ファイルを抽出するには、.zip ファイルをダブルクリックします。  

 

Veritas DLO をインストールするためのシステム要件  

ここでは、DLO セットアップをインストールおよび管理するための前提条件について詳しく説

明します。実際のインストールを開始する前に、これらの前提条件が満たされており、インス

トールプロセス中に問題がないことを確認してください。 

項目 説明 

ドメインおよび A

ctive Directory 

DLO 管理サーバ、DLO重複排除サーバ、DLO エッジサーバ、DLO IO サ

ーバ、DLO ストレージロケーションは、Windows ドメインまたは Activ

e Directory に存在する必要があります。Desktop Agent を実行するコン

ピュータは、Windows ドメインまたは Active Directory の外部に存在し

ていてもかまいませんが、DLO 管理サーバやストレージロケーションに

アクセスするには、ドメインやディレクトリの認証が必要です。 

注：DLO 9.2 以降では、DLO サーバとエージェントが異なるドメインに

あるドメイン信頼関係独立アーキテクチャーに DLO を導入できます。

詳しくは、ドメイン信頼独立型ソリューション文書をこちらで参照して

ください。 

DLO のインスト

ールと管理に必

要なユーザー権

限 

以下は DLO コンポーネントのインストールと管理に必要なアカウント

です。 

次のドメインユーザーとドメイン管理者のアカウント: 

• Veritas DLO 管理サーバ: このユーザーは DLO 管理サーバマシ

ン、ストレージサーバおよびSQLサーバのローカル管理者権限が

必要です。このユーザーは DLO 管理サーバマシンのレポジトリ

https://www.veritas.com/content/support/en_US/DocumentBrowsing.html?product=Desktop%20Laptop%20Option&locale=en_US
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への読み取りおよび書き込みアクセス権が必要です。 

• Mindtree StoreSmart重複排除サーバサービス: このユーザーは D

LO 管理サーバマシンのローカル管理者権限が必要です。このア

カウントは DLO 管理サーバマシンのアカウントと同じである必

要があります。 

• SQL サーバ(インスタンス): このユーザーは DLO 管理サーバ、S

QLサーバマシンおよびストレージサーバマシンのローカル管理

者権限が必要です。 

• SQL サーバブラウザ: このユーザーは SQL サーバマシンのロー

カル管理者権限が必要です。 

• Veritas DLO Web サーバサービス：このユーザーは DLO 管理サ

ーバマシンのローカル管理者権限が必要です。このアカウントは 

DLO 管理サーバマシンのアカウントと同じである必要がありま

す。 

次のローカルシステムアカウント： 

• Veritas DLO Edge Server サービス 

• Veritas DLO メンテナンスサーバ 

 

次のドメインユーザーアカウント： 

• 重複排除ストレージロケーションへのアクセス。この低権限レ

ベルのドメインユーザーアカウントは「重複排除ストレージロ

ケーションのアクセスクレデンシャル」としても知られ、デス

クトップエージェントによって「重複排除ストレージロケーシ

ョンにアクセスするために使用されます。管理者権限を持つユ

ーザーアカウントを、重複排除ストレージロケーションへのア

クセスクレデンシャルアカウントとして設定することはできま

せん。管理者はこのユーザーアカウントのパスワードが頻繁に

期限切れにならないようにしてください。パスワードの有効期

限が切れると、そのドメインユーザーのパスワードをリセット

してください。このユーザーは、ドメインコントローラーグル

ープのポリシーオブジェクト内で設定された「ローカルログオ

ンを許可」ポリシーを持つ必要があります。 

DLO エージェン • デスクトップエージェントマシンにログオンしたユーザーが重



トユーザーのユ

ーザー権限 

複排除ストレージロケーションユーザーとして偽装して重複排

除ストレージロケーションに重複データを書き込むには、偽装

権限が必要です。 

• ボリュームシャドウコピーサービスのローカルシステムアカウ

ントが必要です。バックアップ状態レポートを生成するために

バックアップの統計を提供するには、このサービスを立ち上

げ、実行しておく必要があります。 

データベースの

選択 

デフォルトで、DLO は SQL Server 2014 Express SP2 の固有のインス

タンスをインストールします。DLO は、既存の SQL Server インスタン

スを使用するように、手動で設定可能です。  

DLO データベースサービスには、少なくとも 6GB のハードディスク空

き容量が必要です。 

対応バージョンについては、Veritas DLO 9.3 ソフトウェア互換性一覧表

の文書をこちらで参照してください。 

 

DLO データベースは、次のいずれかのオプションとしてインストールで

きます。 

オプション 1: ローカルの SQL Express 2014 SP2 インスタンス 

前提条件: 

• DLO データベースサービスには、少なくとも 6GB のハードディ

スク空き容量が必要です。 

詳細: 

• デフォルトで、DLO は SQL Server Express エディションの固有

のインスタンスをインストールします。  

• 32 ビットマシンでは、DLO データベースと Dedupe データベー

スは、C:\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL10_50.DLO 

に配置される新しいローカル SQL Express 2014 SP2 インスタン

スに保存されます。 

• 64 ビットマシンでは、DLO データベースと Dedupe データベー

スは、C:\Program Files (x86)\Microsoft SQL Server\MSSQL10_5

0.DLO に配置される新しいローカル SQL Express 2014 SP2 イ

ンスタンスに保存されます。 

 

https://www.veritas.com/content/support/en_US/DocumentBrowsing.html?product=Desktop%20Laptop%20Option&locale=en_US
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オプション 2: 既存の SQL ローカルサーバインスタンス 

前提条件: 

• 既存のローカル SQL サーバインスタンスでは、SQL サーバがイ

ンストールされているコンピュータ上で、名前付きパイプと TC

P/IP を有効にする必要があります。名前付きパイプと TCP/IP が

有効になったら、SQL サーバと SQL サーバのブラウザサービス

を再始動します。コンピュータのブラウザサービスが実行中であ

ることを確認します。 

• SQL サービスがドメイン管理者のクレデンシャル下で実行され

ていることを確認し、SQL サーバのインストールに使用された

ものと同じユーザーアカウントのクレデンシャルを提供します。

これを実行しないと、データベースの接続に失敗します。 

詳細: 

• DLO データベースと Dedupe データベースは、このコンピュー

タ上の、既存のローカル SQL Server インスタンスに格納されま

す。表示されているリストからインスタンスを選択します。C:\P

rogram Files (x86)\Microsoft SQL Server\MSSQL10_50.DLO. 

 

オプション 3: 既存のリモート SQL ローカルサーバインスタンス 

前提条件: 

• 既存のリモート SQL サーバインスタンスでは、SQL サーバがイ

ンストールされているコンピュータ上で、名前付きパイプと TC

P/IP を有効にする必要があります。名前付きパイプと TCP/IP が

有効になったら、SQL サーバと SQL サーバのブラウザサービス

を再始動します。コンピュータのブラウザサービスが実行中であ

ることを確認します。 

• SQL サービスがドメイン管理者のクレデンシャル下で実行され

ていることを確認し、SQL サーバのインストールに使用された

ものと同じユーザーアカウントのクレデンシャルを提供します。

これを実行しないと、データベースの接続に失敗します。 

詳細: 

• DLO データベースと Dedupe データベースは、リモート SQL Se

rver インスタンスに格納されます。SQL がインストールされて



いるコンピュータの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ファイアウォー

ル 

DLO はファイアウォール環境で機能するように設計されています。DLO 

Desktop Agent は、企業ネットワーク、またはプライベートのインター

ネット接続によるインターネットによるバックアップ（BOI）モードの

いずれかで接続されたエンドポイントにインストールできます。ファイ

アウォール環境での DLO サーバコンポーネントと DLO クライアントの

ポート構成の詳細は、次の 3 つの配備シナリオに対して定義されます。 

• 非 BOI 配備: エンドポイントが常に組織の敷地内にあり、企業ネ

ットワークで接続されている組織。 

• 排他的 BOI 配備:: エンドポイントが常に企業ネットワーク外にあ

り、インターネット接続でのみ接続されている組織。 

• 臨時的 BOI 配備: エンドポイントが臨時的に組織の敷地外にあ

り、その間インターネット接続を使用して接続されるが、それ以

外は組織の敷地内で企業ネットワークで接続されている組織。詳

細については、DLO コンポーネントのポート設定のセクション

を参照してください。 

証明書 これはインターネットによるバックアップ（BOI）機能で必要です。BOI 

機能を構成するには、信頼できる CA から入手した SSL 証明書が事前に

必要です。この証明書はデスクトップエージェントがパブリック URL 

を利用して DLO エッジサーバと通信するのに必要です。ただし、製品

評価の場合、BOI 機能の評価用として組み込み式の自己署名証明書が D

LO インストーラーパッケージに含まれています。  

注 1：本番用に配備する場合は、信頼された CA から取得した SSL 証明

書を使用することを推奨します。 

注 2：Veritas DLO 9.3 はリリースで、管理者は複数のエッジサーバを構

成できるようになり、地理的に分散されたリモートオフィスユーザーに

最適なバックアップフローを確実に提供しています。複数のエッジサー

バ DLO をセットアップする場合は、信頼できる CA から一意の証明書

を取得し、DLO 管理コンソールで新しいエッジサーバを構成するとき

に、同じ証明書を提供する必要があります。 

リモートインス

トールの考慮事

項 

DLO 管理サーバと DLO Desktop Agent のリモートインストール: 

• コンピュータにプッシュインストールするには、インストール先

のコンピュータの Windows ファイアウォールの例外リストで特
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定の項目を有効にする必要があります。有効にする必要がある項

目は次の通りです。 

o ファイルとプリンタの共有 

o Windows Management Instrumentation（WMI） 

o リモートサービスの管理 

o リモートレジストリサービス 

            詳しくは Microsoft Windows の文書を参照してくださいhttps://do

cs.microsoft.com/en-us/windows/ 

• Symantec Endpoint Protection (SEP) のバージョン 11.0 またはそ

れ以降を実行するコンピュータにプッシュインストールするに

は、ファイルとプリンタを共有するように SEP を設定する必要

があります。ファイルとプリンタ共有機能はデフォルトではオフ

になっています。 

 

その他の考慮事

項 

• DLO コンポーネントのインストールを可能にするには、最新の

サービスパックがインストール済みである必要があります。 

• WMI サービスは、DLO サーバコンポーネントがインストールさ

れているすべてのマシンで実行されている必要があります。 

• .NET 4.0 以降のバージョンをインストールする必要があります。 

http://www.microsoft.com/en-in/download/details.aspx?id=17718 

注：Windows 2012/ 2012 R2 /2016 Server の場合、.NET 4.0 の

インストールは必須ではありません。Windows 2012/2012 R2 Se

rver には .NET 4.5、Windows 2016 Server には .NET 4.6 がそれ

ぞれデフォルトでインストールされているからです。 

 

 

 

 

  

https://docs.microsoft.com/en-us/windows/
https://docs.microsoft.com/en-us/windows/
http://www.microsoft.com/en-in/download/details.aspx?id=17718


DLO サーバコンポーネントのポート設定 

プロセス ポート 
ポート

の種類 

非 BOI  

配備 
排他的 BOI 配備 臨時的 BOI 配備 

DLO 管理サ

ービス 
3999 

TCP ま

たは U

DP 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO 管理サーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO 管理サーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO 管理サーバ 

SQL サーバブ

ラウザ 
1434 UDP 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

DLO 重複排除サーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

DLO 重複排除サーバ 

DLO IO サーバ 

DLO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

DLO 重複排除サーバ 

DLO IO サーバ 

DLO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

SQL Server 

1433  

またはダ

イナミッ

クポート 

TCP 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

DLO 重複排除サーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

DLO 重複排除サーバ 

DLO IO サーバ 

DLO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

DLO 重複排除サーバ 

DLO IO サーバ 

DLO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

ファイル共有/ 

ブラウジング 

135-139、

445 

TCP ま

たは U

DP 

ソース (アウトバウンド): 

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

DLO 重複排除サーバ 

DLO メンテナンスサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

保管場所  

重複排除ストレージロケ

ーション 

SQL Server 

 

 

ソース (アウトバウンド):  

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

DLO 重複排除サーバ 

DLO メンテナンスサーバ 

DLO IO サーバ 

DLO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

保管場所  

重複排除ストレージロケ

ーション  

SQL Server 

DLO 管理サーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

DLO 重複排除サーバ 

DLO メンテナンスサーバ 

DLO IO サーバ 

DIO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

保管場所  

重複排除ストレージロケ

ーション 

SQL Server 

DLO 管理サーバ 
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プロセス ポート 
ポート

の種類 

非 BOI  

配備 
排他的 BOI 配備 臨時的 BOI 配備 

重複排除ポー

ト 
8443 HTTPS 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

 

宛先 (インバウンド):   

DLO 重複排除サーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO 重複排除サーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO 重複排除サーバ 

重複排除ポー

ト 
8080 HTTP 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

 

宛先 (インバウンド):   

DLO 重複排除サーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO 重複排除サーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO 重複排除サーバ 

重複排除ポー

ト 
8009 AJP NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO 重複排除サーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO 重複排除サーバ 

エッジサーバ

のポート 
443 HTTPS NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO エッジサーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO エッジサーバ 

エッジサーバ

のポート 
90 HTTP NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO エッジサーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO エッジサーバ 

IO サーバの

ポート 
7080 HTTP NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO IO サーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO IO サーバ 
 

IO サーバの

ポート 
7009 AJP NA 

ソース (アウトバウンド):  

DLO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  

ソース (アウトバウンド):  

DLO エッジサーバ 

 

宛先 (インバウンド):  



DLO IO サーバ DLO IO サーバ 

プッシュイン

ストール用追

加ポート 

135、103

7、 

441、112

5 

TCP 

ソース (アウトバウンド):   

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO クライアント 

NA 

ソース (アウトバウンド): 

DLO 管理サーバ  

DLO 管理コンソール 

 

宛先 (インバウンド):  

DLO クライアント 

 

DLO クライアントのポート設定 

プロセス ポート 
ポート

の種類 

非 BOI 

配備 

排他的 BOI 

配備 

臨時的 BOI 

配備  

エッジサーバ

のポート 
443 HTTPS NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

Web 復元マシン 

 

宛先 (インバウンド):   

DLO エッジサーバ 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

Web 復元マシン 

 

宛先 (インバウンド):   

DLO エッジサーバ 

ファイル共有/ 

ブラウジング 

135-13

9, 445 

TCP ま

たは UD

P 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

 

宛先 (インバウンド):  

保管場所  

重複排除ストレージロケー

ション 

NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

 

宛先 (インバウンド):  

保管場所  

重複排除ストレージロケ

ーション  

重複排除ポー

ト 
8443 HTTPS 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

 

宛先 (インバウンド):   

DLO 重複排除サーバ 

 

 

NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

 

宛先 (インバウンド):   

DLO 重複排除サーバ 

重複排除ポー

ト 
8080 HTTP 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

 

宛先 (インバウンド):   

DLO 重複排除サーバ 

 

 

NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

 

宛先 (インバウンド):   

DLO 重複排除サーバ 

SQL サーバブ

ラウザ 
1434 UDP 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

 

NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 
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宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

SQL Server 

1433  

または

ダイナ

ミック

ポート 

TCP 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

 

宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

NA 

ソース (アウトバウンド):   

DLO クライアント 

 

宛先 (インバウンド):  

SQL Server 

 

  



Veritas DLO のインストール 

DLO セットアップのインストール手順は次の通りです。 

1. setup.exe を実行して、インストールウィザードを起動します。 

 

 

 

 

2. DLO の必要条件を閲覧し、DLO 前提条件ダイアログで[はい]をクリックします。  
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3. 使用許諾契約書を読んで、管理者が条件を許諾する場合は、［使用許諾契約書に同意し

ます］を選択します。 

 

4. ［次へ］をクリックします。 

5. 管理者がコンピュータにインストールするコンポーネントを選択します。 

• DLO 管理コンソール: DLO 管理コンソールをインストールします。 

• DLO 管理者サーバ: DLO 管理サーバをインストールします。 

• DLO メンテナンスサーバ: DLO メンテナンスサーバをインストールします。 

• DLO データベースサービス: DLO データベースと Dedupe データベースをイン

ストールします。 

• 重複排除サーバ: Dedupe サーバをインストールします。 

• エッジサーバ: エッジサーバをインストールします。 

• IO サーバ: IO サーバをインストールします。 

 

注：管理者は、DLO データベースサービスを除く各コンポーネントを選択して別々の

コンピュータにインストールできます。DLO データベースサービスのみ選択してイン

ストールすることはできません。 DLO 管理サーバサービスと共にインストールできま

す。      



 

 

6. DLO を別のディレクトリにインストールする場合は、[変更]をクリックします。 

 

 

7. 新しいディレクトリを選択し、［OK］をクリックします。 

8. ［次へ］をクリックします。 

9. ［参照］をクリックして、DLO ライセンスファイルを選択します。 

注：DLO は、製品評価用に、60 日間の試用版ソフトウェアライセンスを内蔵していま

す。 
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10. ［次へ］をクリックします。 

11. DLO データベースの次のオプションのいずれかを選択します。 

注：ローカルまたはリモートの既存のデータベースインスタンスを使用する場合は、T

CP/IP および名前付きパイプを有効にする必要があります。次のリンクを参照してくだ

さい: https://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms191294.aspx。  

 

 

 

 

12. ［次へ］をクリックします。  

13. アカウントクレデンシャルを入力します。これは、DLO ストレージの作成に使用され

ます。 

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms191294.aspx


 
 

 

 

 

14. ［次へ］をクリックします。 

15. インストールを開始するには、［インストール］をクリックします。 
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16. インストールが完了したら、[完了]をクリックします。 

 
 

DLO サーバコンポーネントがインストールされたら、DLO 管理コンソールの初回起動時に、

リカバリパスワードウィザードが表示されます。管理者は必ずリカバリパスワードを設定しな

ければなりません。  

リカバリパスワードを設定しておくことで、管理者はバックアップしたデータを取得できます。

緊急時には、ポイントインタイムデータベースと格納場所を使用してデータをリストアでき、

DLO 管理サービスを起動して実行する必要はありません。リカバリパスワードの設定について

は、こちらで 「Verutas デスクトップおよびラップトップオプション管理者ガイド」のリカバ

リパスワードの設定のセクションを参照してください。 

 

Veritas DLO の設定 

このセクションでは、管理者が Veritas DLO を設定するために必要な詳細情報について説明し

ます。 

DLO 管理コンソールの初回起動時に、「デスクトップおよびラップトップオプションの設定ウ

ィザード」のフローが自動的に表示されます。ポップアップウィンドウを閉じ、次の手順に進

みます。このドキュメントの範囲内では、DLO の手動設定について説明します。 

DLO の設定手順は、以下のセクションで詳しく説明します。 

https://www.veritas.com/content/support/en_US/DocumentBrowsing.html?product=Desktop%20Laptop%20Option&locale=en_US


• DLO サーバのセットアップの設定手順  

• BOI 機能を設定する手順 

• デスクトップエージェントの配備 

 

DLO サーバのセットアップの設定手順 

 

  DLO を機能させるには、以下の手順を同じ順序で実行してください。 

 

1. DLO 管理サーバに重複排除サーバを追加します。 

2. DLO ストレージロケーションを追加します。 

3. プロファイルを作成し、設定します。  

4. プロファイルを作成するユーザーを設定します。 

 

各設定手順の詳細は次のとおりです。 

 

手順 1 - DLO 管理サーバに重複排除サーバを追加します 

重複排除サーバはバックアップファイルの重複排除を管理します 

重複排除サーバの追加方法 

1. Veritas DLO 管理コンソールを起動します。 

2. DLO ナビゲーションバーで、［セットアップ］をクリックします。 

3. 次のいずれかの方法で、重複排除サーバを追加します。 

• ［設定］ペインで、［Dedupe サーバ］を右クリックし、［新規 Dedupe サーバ］

を選択します。 

• [タスク]ペインの［設定タスク］の下にある［新しい重複排除サーバ］をクリックし

ます。 



目次  

27 

 

 

手順 2 - DLO ストレージロケーションを追加します  

ストレージロケーションは、ユーザーデータを保存するネットワーク上の場所を決定します。

ストレージロケーションは、DLO 管理サーバと同じドメイン内または管理サーバのドメインと

信頼関係にあるドメイン内に存在するようにします。 

 

DLO ストレージロケーションを作成する方法 

1. DLO ナビゲーションバーで、［セットアップ］をクリックします。 

2. 次のオプションの 1 つを選択して、新規の DLO ストレージロケーションを作成します。 

• ［設定］ペインの［ストレージロケーション］を右クリックして、［新規スト

レージロケーション］を選択します。 

• [タスク]ペインの［設定タスク］の下にある、［新規ストレージロケーション］

をクリックします。 

 

3. 次の表に示す適切なオプションを選択します。 

 

 

項目  説明 

コンピュータ名 コンピュータ名を入力するか、管理者がストレージロケーションを

作成するコンピュータを参照します。 

パス ストレージロケーションを作成するコンピュータ上の場所を参照ま

たは入力します。 

注：ストレージロケーションは、DLO 管理サーバと同じドメイン



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内または管理サーバのドメインと信頼関係にあるドメイン内に存在

するようにします。 

ストレージロケ

ーションの名前 

新しい DLO ストレージロケーションの名前を入力します。名前に

は次の文字は使えません。 

\”@#$%^&*()=+|/{}[]’ 

重複排除プロパ

ティの割り当て 

自動モードを選択することで、重複排除ストレージロケーションを

割り当てます。 

自動 自動モードでは、DLO ストレージロケーションと重複排除ストレ

ージロケーションはどちらも、事前に指定した同じストレージロケ

ーションパスに作成されます。重複排除ストレージロケーション

は、デフォルトの重複排除ストレージプールに割り当てられます。

管理者が自動モードを初めて選択するとき、重複排除ストレージロ

ケーションのユーザークレデンシャルが提供されます。 

注：ただしセキュリティ上の理由により、重複排除ストレージロケ

ーションからデータの読み取りや書き込みを行う必要があるユーザ

ー全員に対して、重複排除ストレージロケーションに対する読み取

り/書き込みアクセス権は付与されません。代わりに、重複排除ス

トレージロケーションの作成時に、管理者が「重複排除ストレージ

ロケーションのアクセスクレデンシャル」と呼ばれる新しいユーザ

ーアカウントを設定します。これは、低権限レベルのドメインユー

ザーアカウントであり、Desktop Agent が重複排除ストレージロケ

ーションにアクセスするために使用します。クレデンシャル」は以

下の通りになります: DomainName\UserName管理者権限を持つユ

ーザーアカウントを、重複排除ストレージロケーションへのアクセ

スクレデンシャル」として設定することはできません。 
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4. ［OK］をクリックします。  

 

 



手順 3 - プロファイルを作成、設定します 

プロファイルを使用して、類似したユーザーの特定グループの設定をカスタマイズします。た

とえば、非常に専門的なユーザーのグループはバックアップ選択項目とスケジュールを修正す

るオプションを必要とすることがあります。一方、経験が少ないユーザーは完全自動化された

バックアップサービスを必要とすることがあります。 

 

バックアップするファイル (バックアップ選択項目)、ファイルのバックアップ時期 (スケジュ

ール)、デスクトップユーザーが Desktop Agent (ユーザー設定) と対話するレベルを決定するプ

ロファイルを作成します。  

          

プロファイルでは、管理者は次の項目を設定できます。 

• バックアップファイルおよびフォルダの選択項目 

• デスクトップおよびネットワークのユーザーデータフォルダの格納制限 

• バックアップスケジュール 

• デスクトップユーザーが Desktop Agent と対話するレベル 

• ログオプション 

• バックアップと復元の操作用のネットワーク帯域幅の使用率オプシ ョ ン 

• バックアップの重複排除 

手順 4 - プロファイルを作成するユーザを設定する 

ユーザーは、プロファイルに手動で追加することも、管理者がこれを行う自動ユーザー割り当
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てを作成することもできます。  

手順 4a - 自動ユーザー割り当てを作成する  

ストレージロケーションとプロファイルを新しいユーザーに自動的に割り当てるために、自動

ユーザー割り当て (AUA) を作成します。管理者がドメイン内のドメインとグループを選択する

と、選択したストレージの場所とプロファイルがそのグループ内のすべてのユーザーに割り当

てられます。   

 

手順 4b - ユーザーを手動でプロファイルに追加する  

管理者は、AUA を使用せずに、DLO へのユーザーの追加と、それらのユーザーへのプロファ

イルとストレージロケーションの割り当てを手動で行うこともできます。この方法は、ユーザ

ーデータの保存用にネットワーク共有がすでに存在する場合に特に便利です。個別にユーザー

を追加することも、ユーザー名をリストからインポートして複数のユーザーを同時に追加する

こともできます。  
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インターネット上のバックアップ (BOI) を設定するための手順 

このセクションでは、BOI 機能を設定するための詳細を管理者に提供します。 

前提条件セクションで説明したように、BOI 設定を構成するには、信頼できる CA から調達さ

れた SSL 証明書が必要です。しかしながら、製品評価の場合、BOI 機能の評価用として組み込

み式の自己署名証明書が DLO インストーラーパッケージに含まれています。本文書内では、

組み込み式の自己署名証明書を使用するBOI 設定について説明します。 

注：このセクションでは、複数のエッジサーバが構成されている DLO セットアップの BOI を

設定するための詳細は省きます。  複数のエッジサーバのセットアップにおける BOI の設定に

ついては、BOI のセットアップと構成 ガイドを こちらで参照してください。 

BOI を設定するためには、 DLO サーバのセットアップの設定手順に加え、以下の手順を実行

する必要があります。 

1. DLO エッジサーバのパブリック IP を登録します。 

2. SSL 証明書を登録したパブリック IP にマップします。 

3. DLO エッジサーバおよび IO サーバを DLO ストレージロケーションにマップします。 

4. DLO エッジサーバへの接続状態をテストします。 

5. プロファイルで BOI オプションを有効にします。 

 

手順 1 - DLO エッジサーバのパブリック IP を登録する 

デスクトップエージェントがインターネット上で DLO エッジサーバにアクセスできるように、

DLO エッジサーバ用のパブリック IP を登録します。 

注：管理者が DLO エッジサーバのパブリック IP を登録した後は、DLO エッジサーバを配備す

る必要があります。以下に、DLO エッジサーバの配備方法に関するいくつかのオプションを紹

介します。 

• ファイアウォールで設定された NAT (動的または静的)を使用します。 

• DLOエッジサーバは、非武装地帯 （DMZ） に置くことができます。 

• すべての DLO エージェント要求を DLO エッジサーバ （企業ネットワークに常

駐） にリダイレクトする非武装地帯 （DMZ） のリバースプロキシサーバを経由

します。 

https://www.veritas.com/content/support/en_US/DocumentBrowsing.html?product=Desktop%20Laptop%20Option&requestedRecords=25&locale=en_US


手順 2 - SSL 証明書を登録したパブリック IP にマップします。 

次のいずれかで SSL 証明書 （Issued to：dlo.veritas.com） を登録済み公開 IP （DLO エッジ

サーバ） にマップします: 

a. ドメインネームサーバ （DNS） 内  

または  

b. DLO エッジサーバマシンのホストエントリアップデート。 

注：これが DLO エッジサーバ上のホストエントリアップデートである場合は、さらに

デスクトップエージェントマシン上で、以下のようにホストファイルを更新します。 

• パブリック IP を証明書名にマップします 

o この パブリック IP は、次のパスに存在する EdgeServer.ini ファイルの 

SERVERNAME エントリに存在します 

▪  <Install Path>\Veritas DLO\DLO\ 

o この 証明書名は、DLO エッジサーバ用のものです。(発行先: dlo.veritas.

com)   

 

例：<Registered Public IP> dlo.veritas.com 

 

手順 3 - DLO エッジサーバおよび IO サーバを DLO ストレージロケーションにマップ

する 

DLO エッジサーバと IO サーバは、新しいストレージロケーションを作成している間、または

既存のストレージロケーションのプロパティを以下のように更新することによって、DLO スト

レージロケーションにマップできます  

• ストレージロケーションのプロパティ > エッジサーバ: IO サーバ  
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手順 4 - DLO エッジサーバへの接続状態をテストする 

インターネットに接続されているマシンから以下の URL にアクセスして、DLO エッジサーバ

への接続性をテストします。 

• https://<Public_Edge_Server_IP> 

  



手順 5 - プロファイルで BOI オプションを有効にする 

BOI オプションは、既存のプロファイルで有効にすることも、次のように新しいプロファイル

を作成することで有効にすることもできます 

• プロファイル > 一般 > BOI を有効にする 
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デスクトップエージェントの配備 

DLO サーバが構成されたら、保護する必要があるエンドポイントに DLO エージェントを配備

します。デスクトップエージェントは、プルインストールまたはプッシュインストールで配備

可能です。詳細は後ほど紹介します。 

クライアントマシンからデスクトップエージェントをプルインストールする 

企業ネットワークに接続されているクライアントマシンの場合、非 BOI または臨時的 BOI の

配備の一環として、デスクトップエージェントパッケージをサーバインストールディレクトリ

から取得し、以下に詳述するようにクライアントマシンに個別にインストールできます。 

1. デスクトップエージェントをインストールする必要のあるクライアントマシンから、 

\\<DLO ServerName\IP>\DLOAgent パスにアクセスします。 

2. DLO エージェントフォルダをクライアントマシンにコピーします。 

3. デスクトップエージェントのインストールを開始します。 

 

Web 復元ページからデスクトップエージェントをプルインストールします 

社内ネットワークの外部にあり、インターネット接続を使用して接続されたクライアントマシ

ンの場合、排他的 BOI または臨時的 BOI 配備の一環として、デスクトップエージェントパッ

ケージを Web 復元ページから取得し、以下に詳述するようにクライアントマシンに個別にイ

ンストールできます。 

1. デスクトップエージェントをインストールする必要があるクライアントマシンから、D

LO エッジサーバ URL  https://<Public_Edge_Server_IP> を使用して Web 復元ページに

ログインします。 

2. 左のペインのDLO エージェント には、DLO デスクトップエージェントパッケージをダ

ウンロードするためのオプションがあります。  

3. これらのファイルをダウンロードし、デスクトップエージェントのインストールを開始

します。 

 



デスクトップエージェントのプッシュ配備 

企業ネットワークに接続されているクライアントマシンの場合、非 BOI または臨時的 BOI の

配備の一環として、デスクトップエージェントは、以下に詳述するように、プッシュインスト

ールによって個々のクライアントマシンまたは複数のクライアントマシンに直接インストール

できます。  

プッシュ配備の次の手順を実行します。 

1. DLO 管理コンソールを起動します。 

2. ［ツール］で、［リモートコンピュータにエージェントとメンテナンスサービスをイン

ストールする］を選択し、［次へ］をクリックします。 

3. [エージェントのインストール] | [メンテナンスサーバからリモートコンピュータ]で、 [D

LO エージェント]を選択します。 

4. ［追加］をクリックします。 

5. ［リモートコンピュータ名の手動入力］で次を入力します。 

a. 名前/IP アドレス: コンピュータ名を手動で入力するか、[参照]ボタンをクリック

してコンピュータ名を選択します。 

b. ドメイン名: リモートコンピュータのドメイン名を入力します。 

c. ［OK］をクリックします 

6. インストールを進めるためにドメインユーザーのクレデンシャルを入力します。このク

レデンシャルにはクライアントマシンのローカル管理者権限があることを確認してくだ

さい。   

7. ［OK］をクリックします。 

8. [リモートコンピュータの選択]ウィンドウで、[インストール]をクリックし、インストー

ルを続行します。  
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9. [完了]をクリックして終了します。 

 

注：クライアントマシンにデスクトップエージェントのプッシュインストールを行う場合は、 

「プッシュインストール用追加ポート」の記載にしたがって、関連するポートが設定されてい

ることを確認してください。Windows 8 以降のバージョンのクライアントマシンの場合は、リ

モートレジストリサービスが有効で実行されていることを確認してください。  

デスクトップエージェントを Mac エンドポイントに配備する場合は、DLO Mac スタートガイ

ドを  こちらで参照してください。 

  

https://www.veritas.com/content/support/en_US/DocumentBrowsing.html?product=Desktop%20Laptop%20Option&locale=en_US


バックアップと復元の検証 

DLO エージェントがクライアントマシンに配備されると、管理者はバックアップジョブを設定

して、エンドポイントを確実に保護することができます。 

バックアップジョブの設定  

バックアップジョブを設定するには、プロファイル作成に使用できる適切なオプションを選択

します。本文書では、バックアッププロファイルに対して、[Dedupe の有効化]オプションが選

択されています。エッジサーバと IO サーバが設定済みの場合は、[BOI の有効化]オプションを

選択できます。 

バックアップ選択項目を追加する方法  

1. DLO ナビゲーションバーで、［セットアップ］をクリックします。 

2. ［設定］ペインで［プロファイル］をクリックします。 

3. ［結果］ペインで、管理者がバックアップ選択項目を追加するプロファイルを選択しま

す。 

4. ［タスク］ペインの［一般タスク］の下にある［プロパティ］をクリックします。 

5. ［プロファイルのプロパティ］ダイアログボックスの［バックアップ選択項目］タブを

クリックします。 

6. 利用可能な一覧からバックアップの選択肢を選び、[追加]をクリックします。 

7. ［OK］をクリックします。 

 

バックアップ検証 

バックアップジョブが実行されると、管理者はバックアップ状態レポートからエンドポイント

のバックアップ状態を確認できます。  

 

バックアップ状態レポートを実行する方法は次の通りです。  

1. DLO サーバコンソールを起動します。 

2. [レポート] タブに移動します。 

3. バックアップ状態レポートを実行します。 
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4. バックアップ状態レポートが表示されます。 

 

 

 

このレポートの主なフィールドの一部は、DLO 管理コンソールの [履歴と復元] タブにも表示さ

れます。 

 

 

  



バックアップ状態レポートの読み方  

 

• エージェントが最後にアクティブだった時間 - この列には、デスクトップエージェント

がサーバと通信できていた時の DLO エージェントの最後の有効時間が表示されます。

コンピュータの DLO エージェントは DLO サーバと 15 分おきに通信して、そのコンピ

ュータの状態を更新します。そのときレポートも更新されます。エージェントとサーバ

間でネットワーク接続がある限り、この通信は継続し、最新の通信時間がこちらに表示

されます。 

 

• 最後のバックアップを完了した時間 - この列には、最後にデスクトップエージェントが

ユーザーのデータを完全にバックアップした時刻が表示されます。これは簡単に言うと、

マシンが100%のバックアップ状態 （バックアップ選択内のすべてのファイルがバック

アップされている状態） を達成したタイムスタンプです。この列が空白の場合、コン

ピュータは完全なバックアップを一度も完了しておらず、最初のバックアップと解釈さ

れる可能性があります。  

 

• バックアップ選択項目内のファイル - この列には、バックアップ選択項目で使用可能な

ファイルの総数が表示されます。一部のファイル拡張子がフィルタを使用してバックア

ップ選択から除外された場合、これらのファイルはカウントに含まれません。  

 

• バックアップ選択項目のサイズ (GB) - この列には、バックアップ選択項目で使用可能

なファイルの合計サイズが表示されます。。一部のファイル拡張子がフィルタを使用し

てバックアップ選択から除外された場合、これらのファイルはサイズ計算に含まれませ

ん。 

 

• バックアップ進行状況 (ソースのサイズに基づく割合) – この列には完了したバックアッ

プの割合が表示されます。進行状況は、バックアップ選択のファイルのサイズを元に測

定されます。例えば、A、B、C、D という 4 つのファイルがあり、それぞれ 1、1、2、

6 GB サイズのものをバックアップするとします。A、B、C のファイルのバックアップ

が完了すると、進行状況は 40% になります。 

 

• バックアップ保留中のファイル – この列には、バックアップ対象に選択されたファイル

のうち、まだバックアップが完了していないファイルの合計数が表示されます。上記の
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例では、ファイル D はまだバックアップされていないため、カウント 1 が表示されま

す。 

 

• バックアップ完了までの推定時間 - この列には、バックアップの完了に必要な残り時間

が表示されます。これらの推定時間は、過去 7 日間にそのマシンでバックアップを取っ

た時間をベースに計算されます。時間は、「時間 : 分」表記です。この列は DLO 8.0 S

P4 バージョンで追加されたものであり、DLO 8.0 SP3 バージョンでは非対応となって

います。 

 

• 平均バックアップ時間 - この列には、デスクトップエージェントが 1 日でバックアップ

可能な平均時間が表示されます。これは、過去 7 日間のエージェントの平均可用性に基

づいて計算されます。時間は、１ 日あたり「時間:分」の表記で示されます。管理者は、

この情報とバックアップの完了予定時刻に基づき、前の列で、バックアップの完了時間

を日数で計算できます。  

 

注：バックアップ状態レポート、[履歴]タブ、および[復元]タブでは、［バックアップ完

了］などのバックアップサマリーのフィールドは、一部のコンピュータで値「0」を反

映することがあります。バックアップ完了のようなフィールドは、DLO 8.0 SP3 以前の 

Windows デスクトップエージェントバージョンと DLO 9.1より前の Mac エージェント

バージョンを持つコンピュータではサポートされていません。この問題を解決するため

に、エージェントをサポートされている最新のバージョンにアップグレードする必要が

あります。 

 復元の検証  

  

 同マシン上の代替パスにファイルを復元します  

• DLO サーバコンソールを起動します。 

• [復元] タブに移動します。 

• 復元が必要なユーザー - マシンの組み合わせを選択します。 

 



 

 

• 必要なフォルダに移動し、ファイルを右クリックして[元のコンピュータに復元]を選択

すると、下のダイアログが表示されます。 

注：マシン全体の復元を評価する場合は、必ず 100% のバックアップを完了を達成した

マシンを選択してください。  

 

 

• [復元先を代替コンピュータのフォルダに変更]を選択し、代替フォルダパスを指定しま

す。  

注：  このオプションを使用すると、復元サイズと復元されたファイルの数の検証が容

易になります。 

• [OK]をクリックして、クライアントマシンの復元の進行状況を開始および追跡します。  
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• 復元データの整合性を検証するには、バックアップ選択項目のファイル数やバックアッ

プ選択項目のサイズ (GB) などの「バックアップ状態」レポートの列を見て、復元した

フォルダのファイル数とファイルサイズを比較します。  

 

不一致の場合は、次の原因による可能性があります。  

• すべてのフォルダが復元対象として選択されていない  

• バックアップ状態レポートの作成後に新しいファイルがバックアップされた。  

 

DLO 文書の参照リンク 

 

今回のリリース用の DLO 文書はすべて、こちらから入手できます。 

 

 

https://www.veritas.com/content/support/en_US/DocumentBrowsing.html?product=Desktop%20Laptop%20Option&locale=en_US

